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 安全に作業するために

安全に関する警告について

印付きの警告マークは安全上、特に重要な項目を示しています。
警告を守り、安全な作業を行ってください。

 危 険 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことに
なるものを示します。

 警 告 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性
があるものを示します。

 注 意 その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあるもの
を示します。

警告ラベルの貼り付け位置

－ ラベルが損傷したときは －
警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。

ラベルが損傷したときは、すみやかに貼り替えてください。

注文の際には、この図に示す　部品番号　をお知らせください。
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安全操作上の注意点

ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。

作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用く

ださい。

作　業　前　に

取扱説明書は製品に近接して保存を

 注意
●	機械の取り扱いで分からない事があったと

き、取扱説明書を製品に近接して保存してい

ないため、自分の判断だけで対処すると思わ

ぬ事故を起こし、ケガをする事があります。

	 取扱説明書は分からない事があったときにす

ぐに取り出せるよう、製品に近接して保存し

てください。

取扱説明書をよく読んで作業を

 注意
●	取扱説明書に記載されている安全上の注意

事項や取扱要領の不十分な理解のまま作業

すると、思わぬ事故を起こす事があります。

	 作業を始めるときは、製品に貼付している警

告ラベル、取扱説明書に記載されている安全

上の注意事項、取扱要領を十分に理解して

から行ってください。

こんなときは運転しないでください

 警告
●	体調が悪いとき、機械操作に不慣れな場合な

どに運転すると、思わぬ事故を起こす事があ

ります。

	 次の場合は、運転しないでください。

□	過労、病気、薬物の影響、その他の理由

により作業に集中できないとき。

□	酒を飲んだとき。

□	機械操作が未熟な人。

□	妊娠しているとき。

服装は作業に適していますか

 警告
●	作業に適さない服装で機械を操作すると、衣

服の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷

害をまねく事があります。

	 次に示す服装で作業してください。

□	袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。

□	ズボンや上着は、だぶつきのないものを着用する。

□	ヘルメットを着用する。

□	はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどはしない。

機械を他人に貸すときは

 警告
●	機械を他人に貸すとき、取扱説明書に記載さ

れている安全上の注意事項や取扱要領が分か

らないため、思わぬ事故を起こす事があります。

	 取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して

使用前にはよく読むように指導してください。

機械の改造禁止

 注意
●	機械の改造や、当社指定以外のアタッチメン

ト・部品などを取り付けて運転すると、機械

の破損や傷害事故をまねく事があります。

	 機械の改造はしないでください。

	 アタッチメントは当社指定製品を使用してく

ださい。部品交換するときは、当社が指定す

るものを使用してください。

始業点検の励行

 警告
●	機械を使用するときは、取扱説明書に基づき

始業点検を行い、異常箇所は必ず整備を行っ

てください。

	 　守らないと、機械の破損を引き起こすだけ

でなく、機械に巻き込まれる等の思わぬ事故に

より、死亡または重傷を負う危険性があります。

エンジン始動・発進するときは

 警告
●	エンジンを始動するとき、トラクタの横やス

テップに立ったまま行うと、緊急事態への対

処ができず、運転者はもちろん周囲にいる人

がケガをする事があります。運転席に座り、

周囲の安全を確認してから行ってください。
●	エンジンを始動するとき、主変速レバーを

「Ｎ」(中立 )にして行わないと、変速機が接

続状態になっているため、トラクタが暴走し

思わぬ事故を起こす事があります。

	 主変速レバーを「Ｎ」(中立 )にして行って

ください。
●	ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、

急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってから始動してください。
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●	急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事があ

り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻

き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。

	 周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してく

ださい。
●	室内で始動するとき、排気ガスにより中毒に

なる事があります。

	 窓、戸などを開け、十分に換気してください。

作業機を着脱するときは

 警告
●	作業機を着脱するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをする事があります。トラクタ

と作業機の間に人を近づけないでください。

 注意
●	作業機をトラクタに着脱するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽

くなり、操縦が不安定となって、思わぬ事故

をまねく事があります。トラクタへフロント

ウエイトを取り付け、バランスを取ってくだ

さい。

パワージョイントを使用するときは

 危険
●	カバーのないパワージョイントを使用する

と、巻き込まれてケガをする事があります。

カバーのないパワージョイントは、使用しな

いでください。
●	カバーが損傷したまま使用すると、巻き込ま

れてケガをする事があります。

	 損傷したらすぐに取り替えてください

	 使用前には、損傷がないか点検してください。
●	トラクタおよび作業機に着脱するとき、第三

者の不注意により、不意にパワージョイント

が回転し、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて

行ってください。
●	カバーのチェーンを取り付けないで使用する

と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす

る事があります。

	トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しな

い所に連結してください。

 注意
●	最伸時の重なりが１８０㎜を下回ると、ジョ

イントを回転させたとき、破損しケガをする

事があります。

	 最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、

ジョイントの突き上げが起きることがあり、

ジョイントの破損をまねき、ケガをする事が

あります。

	 適正な重なり量で使用してください。
●	パワージョイントを接続したとき、クランプ

ピンおよびボールが軸の溝に納まっていない

と、使用中に外れ、ケガをする事があります。

	 溝に納まっているか、接続部を押し引きして

確かめてください。

公道走行時は作業機の装着禁止

 注意
●	トラクタに作業機を連結して公道を走行する

と、道路運送車両法に違反します。

	トラクタに作業機を連結しての走行はしない

でください。

移動走行するときは

 危険
●	移動走行するとき、トラクタのブレーキペダ

ルが左右連結されていないと、片ブレーキに

なり、トラクタが左右に振られ横転などが起

こり、思わぬ事故をまねく事があります。

	 ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは

左右連結して使用してください。

 警告
●	トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラ

クタから転落したり、運転操作の妨げになっ

て、緊急事態への対処ができず、同乗者はも

ちろん、周囲の人および運転者自身がケガを

する事があります。

	トラクタには、運転者以外の人は乗せないで

ください。
●	急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落と

されたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 急制動・急旋回はしないでください。
●	坂道・凹凸地・カーブで速度を出しすぎると、

転倒あるいは転落事故を起こす事があります。

	 低速走行してください。
●	旋回するとき、作業機が旋回方向とは逆方向

にふくれるため、周囲の人に接触しケガをさ

せたり、対向物・障害物に衝突しケガをする

事があります。

	 周囲の人や対向物・障害物との間に十分な間

隔を保って行ってください。
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●	側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路肩

を走行すると転落事故を起こす事があります。

	 路肩は走行しないでください。
●	高低差が大きい段差を乗り越えようとする

と、トラクタが転倒あるいは横転し、ケガを

する事があります。

	 あゆみ板を使用してください。
●	作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを

する事があります。

	 また、物を載せて走行すると、落下し、周囲

の人へケガを負わせる事があります。

	 作業機の上には、人や物をのせないでください。
●	作業機を折りたたまずに移動走行すると、障

害物などにぶつかりケガをする事があります。

	 折りたたんで、移動させてください。

 注意
●	作業機への動力を切らないで走行すると、周

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる

事があります。

	 移動走行するときは、ＰＴＯを切ってくださ

い。

作　業　中　は

作業するときは

 危険
●	運転中または回転中、ディスクに接触すると、

ケガをする事があります。。

	 又、ディスクにより石などが飛散し、ケガを

する事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。。

	 プロテクタを開けての作業は危険です。やめ

てください。

 警告
●	作業機指定のＰＴＯの回転速度を超えて作業

すると、機械の破損により、ケガをする事が

あります。

	 指定回転速度を守ってください。
●	作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガを

する事があります。

	 また、物を載せて作業すると、落下し、周囲

の人へケガを負わせる事があります。

	 作業機の上には、人や物などはのせないでく

ださい。
●	傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま

ねく事があります。

	 低速で作業してください。

	 下り作業をするとき、坂の途中で変速すると、

暴走する原因となります。

	 坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて

ください。

●	わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や、

周囲の人への危険回避などができず、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転

してください。
●	手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、

事故を起こす事があります。

	 しっかりとハンドルを握って運転してくださ

い。

 注意
●	機械の調整や、付着物の除去などを行うとき、

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

トラクタから離れるときは

 警告
●	トラクタから離れるとき、傾斜地や凹凸地な

どに駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ

事故を起こす事があります。

	 平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエ

ンジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を

防いでください。
●	トラクタから離れるとき、作業機をあげたま

まにしておくと、第三者の不注意により不意

に降下し、ケガをする事があります。

	 下限まで降ろしてからトラクタを離れてくだ

さい。
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作業が終わったら

機体を清掃するときは

 注意
●	動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行なってく

ださい。

終業点検の励行

 注意
●	作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破

損などが放置され、次の作業時にトラブルを

起こしたりケガをする事があります。

	 作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検

を行ってください。
●	３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整

を行うとき、第三者の不注意により、不意に

降下し、ケガをする事があります。

	トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして

行ってください。

不調処置・点検・整備をするとき

 注意
●	作業機に不調が生じたとき、そのまま放置す

ると、破損やケガをする事があります。

	 取扱説明書に基づき行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、

トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、

足を入れたりすると、不意に降下し、ケガを

する事があります。

	 下に入るときは、台などで降下防止をして

行ってください。
●	不調処置・点検・整備のために外したカバー

類を取り付けずに作業すると、回転部や可動

部に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 元通りに取り付けてください。
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適切な装着で安全な作業をしましょう。

１　各部の名称とはたらき
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１. ３Ｐフレーム

	 トラクタとディスクモーア本体を連結させるも

のです。

２.レリースバー（安全装置）

	 作業中、ディスクに障害物がぶつかったり、異

常な力がかかったときに作動し、ディスクを後

方に逃がし作業機の破損を防ぎます。

３.パワージョイント；ＯＷＡＭ－６０Ｔ

	 ワンウェイクラッチを装備しています。

	 ワンウェイクラッチは、トラクタのＰＴＯを切っ

たとき、ディスクの回動力を遮断します。

４.サスペンション

	 ソールの接地荷重を軽減し、ディスクをほ場の

凹凸に順応させます。

５.ロックピン（デルタピン；１２）

	 サスペンションの作業状態および移動状態の切

替えを行います。

６.コネクタピン

	 フレームの作業状態および移動状態の切替えを

行います。

７.グラスボード

	 刈取った草の集草列を作ります。

	 また、ドラムへの草の巻付を防止します。

８.プロテクタ

	 ディスク、ナイフによる石や土などの飛散を防

止します。

２　適応トラクタの範囲

本製品は、適切なトラクタとの装着により的確に性

能を発揮できるように設計されています。

不適切なトラクタとの装着によっては、本製品の耐

久性に著しく影響をおよぼしたり、トラクタの運転

操作に著しい悪影響をおよぼします。

この製品の適応トラクタは次のとおりです。

適応トラクタ
11～ 22kW
(15～ 30PS)

本製品の適応トラクタより小さなトラクタで使用する

と、負荷に対し十分なパワーがでない事があります。

逆に、適応馬力よりも大きなトラクタでの使用時には、

過負荷に対し機体の適正値を超えたパワーが出てし

まい、作業機の破損の原因になることがあります。

３　組立部品

１. 解梱

	 木枠に固定している部品をほどいてください。

２. 組立部品の明細

	 梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要

部品が揃っているか確認してください。

３. 組立要領

	 各部品の組立に必要なボルト・ナット類は、梱

包明細のボルト・ナット類の備考欄に「使用す

る部品の符号」を記載しています。

	 組立に際しては参照してください。

	 梱包の解梱および組立は平坦な場所で行ってく

ださい。

	 下記の順序に基づき組み立ててください。

（１）	メインフレームＡＳＹを伸ばし、コネクタピン

をコネクタハウジングにさし込み、メインフ

レームＡＳＹを固定してください。

（２）	３ＰフレームＡＳＹをメインフレームＡＳＹに

ピン；２５×１３０ＡＳＹで取り付けてください。

（３）	ホルダＡＳＹを３ＰフレームＡＳＹにピン；

２５×１００ＡＳＹで取り付けてください。

（４）	ホルダＡＳＹをメインフレームＡＳＹにピンで

取り付けてください。

（５）	レリースバーＡＳＹをメインフレームＡＳＹに

ピンで取り付けてください。

（６）	レリースバーＡＳＹを３ＰフレームＡＳＹにリ

ンチピン；９で取り付けてください。

（７）	プロテクタ；ＡをメインフレームＡＳＹにボル

ト；Ｍ１０×３５で取り付けてください。

	 プロテクタ；ＡはメインフレームＡＳＹを折り

たたんだとき、コネクタピンがＰＩＣギヤボッ

クスにスムーズに入るように穴心を合わせて

ボルト；Ｍ１０×３５を締めてください。

（８）	コネクタピンがスムーズに入らないときは「5-

2-5	 フレーム位置決めボルトの調整」に基づ

き調整してください。

（９）	プロテクタ；Ｂをプロテクタ；Ａにボスとボル

ト；Ｍ１０×２５で取り付けてください。

（１０）	プロテクタキャンバスをプロテクタ；Ａとプ

ロテクタ；Ｂの上にかぶせ、クリップ；１９で

取り付けてください。

	 クリップ；１９はプロテクタの各角部に取り付

けてください。
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＜ＭＤＭ１０１０＞

（１１）	ボルト；Ｍ１０×７０（全ネジ）をコネクタ

ピン；Ｂに取り付け、ナット；Ｍ１０でロック

してください。

	 このボルトは３Ｐユニットからディスクモーア

ベースユニットを取り外すときに使用します。

（１２）	ＰＩＣギヤボックスとメインフレームＣＰ；

Ａを固定しているボルトＭ１０×３０、２本を

外しブラケットを共締めしてください。

	 ブラケットにハンシャキ；Ｒ－８０ＣＩをスプ

リングナット；Ｍ５で取り付けてください。

４　トラクタへの装着

１. ３点リンクへの連結

 警 告

●	作業機を着脱するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをする事があります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。

 注 意

●	作業機をトラクタに着脱するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。

（１）	トラクタのエンジンを始動して、ロワーリンク

先端部と作業機の左右のロワーリンクピンの

位置が合うまで後進して、トラクタをとめてく

ださい。

	 エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてくださ

い。

（２）	左のロワーリンクを連結し、抜けどめにトラク

タに付いているリンチピンをロワーリンクピン

に差してください。

	 次に右のロワーリンクも同じ手順で行ってくだ

さい。

（３）	左右のロワーリンクが同じ高さになるように、

トラクタ右側のアジャストスクリューで調整し

てください。

	 油圧姿勢制御機構（油圧で作業機の水平を制

御している）が付いているトラクタは、スイッ

チやダイヤルでシリンダの長さを調整してく

ださい。

（４）	トラクタロワーリンク内幅が狭い場合は、ロ

ワーリンクピンを内向きに組替えて使用してく

ださい。

（５）	作業機の３点フレームをトラクタ３点リンクで

持ち上げたとき、３Ｐフレームがほぼ垂直に上

がるように作業機のトップリンクピン穴位置を

選んでトップリンクを連結し、抜けどめをして

ください。

（６）	トラクタのエンジンを始動し、トラクタのロ

ワーリンクを昇降する油圧レバーを操作して

作業機を少し上げ、エンジンをとめてください。

（７）	作業機のＰＩＣ軸がトラクタ中心におおよそ一

致するように合わせ、作業機が左右に振れな

い程度にチェックチェーンを調整してくださ

い。

（８）	３点リンクを下げ、作業機をおろしてください。

取扱い上の注意

●	ロワーリンクがスイッチ操作で勢いよく最上

部まで自動上昇する機構を持ったトラクタが

あります。手動で干渉の無いことを確認し、

十分余裕をとって上がり規制を行ってくださ

い。
●	本作業機は作業時、油圧姿勢制御機構を必

要としません。また、チェックチェーンを張

り過ぎた状態で油圧姿勢制御機構が作動する

と３Ｐフレームに無理な力がかかり破損の原

因になります。トラクタの油圧姿勢制御機構

のスイッチを”切”または”手動”にして作

業を行ってください。
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５　パワージョイントの装着

 危 険

●	カバーのないパワージョイントを使用する

と、巻き込まれてケガをする事があります。

	 カバーのないパワージョイントは、使用しな

いでください。
●	カバーが損傷したまま使用すると、巻き込ま

れてケガをする事があります。

	 損傷したらすぐに、取り替えてください。

	 使用前には、損傷がないか点検してください。
●	トラクタおよび作業機に着脱するとき、第三

者の不注意により、不意にパワージョイント

が回転し、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて

から行ってください。
●	カバーのチェーンを取り付けないで使用する

と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをす

る事があります。

	トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しな

い所に連結してください。

 注 意

●	最伸時の重なりが180mmを下回ると、ジョイ

ントを回転させたとき、破損しケガをする事

があります。

	 最縮時の隙間が 25mm よりも小さくなると、

ジョイントの突き上げが起きることがあり、

ジョイントの破損をまねき、ケガをする事が

あります。

	 適正な重なり量で使用してください。

１. 長さの確認方法

（１）	パワージョイント単体で、最縮長時の安全カ

バー（アウタ）端部位置を安全カバー（インナ）

にマーキングしてください。

（２）	パワージョイント（アウタ）から、パワージョ

イント（インナ）を引き抜いてください。

（３）	３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩＣ軸が

最も接近する位置で、昇降を停止してください。

（４）	ピンツキヨークのクランプピンを押して、ＰＩ

Ｃ軸に連結し、クランプピンが元の位置に出

るまで押し込んでください。

（５）	ワンウェイクラッチのセットカバーを引いて、

ＰＴＯ軸に連結し、ＰＴＯ軸の溝にボールが

はまり込むまで押し込んでください。

（６）	安全カバーどうしを重ね合わせたとき、安全カ

バー（アウタ）端部位置とマーキング位置の間

隔が25mm以下の場合は、25mmの間隔を保つよ

うに切断方法の手順に基づき切断してください。

取扱い上の注意

●	レリースバー（安全装置）が作動したときに、

ＰＴＯ軸とＰＩＣ軸の距離が100mm 離れます

ので、パワージョイントを切断しすぎないよ

うにしてください。

（７）	３点リンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩＣ軸

が最も離れる位置で、昇降を停止してください。

（８）	安全カバーどうしを重ね合わせたとき、パイプ

の重なりが180mm以下の場合は、販売店に連絡

し、長いパワージョイントと交換してください。

２.切断方法
（１）	安全カバーのアウタ

とインナ両方を長い

分だけ切り取ります。

（２）	切り取った同じ長さ

をパイプの先端から

計ります。

（３）	パイプのアウタとイン

ナ両方を金ノコまたは

カッターで切断します。

	 切断するときは、パイ

プの中にウエスを詰め、

	 切り粉がパイプ内面に付着するのを防いでください。
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（４）	切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げてから

パイプをよく清掃し、次にグリースを塗布して、

アウタとインナを組み合わせます。

３. 安全カバーの脱着方法

（１）	安全カバーの分解手順

①	固定ネジを取り外

してください。

②	安全カバーを取り

外し位置へ回して

ください。

③	安全カバーを引き

抜いてください。

④	スライドリングを

取り出してくださ

い。

（２）	安全カバーの組立手順

①	ヨークのスライド

リング溝とパイプ

（インナ）にグリー

スを塗ってくださ

い。

②	スライドリングの

つばをパイプ側に

向け切り口を開い

て溝にはめてくだ

さい。

③	その上に、安全カ

バーをはめてくだ

さい。

④	カバーをしっかり

止まるまで回して

ください。

⑤	固定ネジを締め付けてください。

４. パワージョイントの連結

（１）	作業機のＰＩＣ軸へは、ピンツキヨークのクラ

ンプピンを押して、ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸に連結

し、クランプピンが元の位置に戻るまで押し

込んでください。

	 また、トラクタＰＴＯ軸へは、ワンウェイクラッ

チのセットカバーを引いてＰＴＯ軸に連結し、

ＰＴＯ軸の溝にボールがはまり込むまで押し

込んでください。

 注 意

●	パワージョイントを接続したとき、ボールお

よびクランプピンが軸の溝に納まっていない

と、使用中に外れ、ケガをする事があります。

	 溝に納まっているか、接続部を押し引きして

確かめてください。

（２）	安全カバーのチェーンを固定した所に取り付

け、カバーの回転を防いでください。

	 チェーンは３点リンクの動きに順応できる余裕

を持たせ、また他への引っかかりなどがないよ

うに余分なたるみを取ってください。
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２　運転を始める前の点検

機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行

いましょう。

１　運転前の点検

１. トラクタ各部の点検

	 トラクタの取扱説明書に基づき、点検を行って

ください。

２. 連結部の点検

（１）	３点リンクの連結部点検

①	ロワーリンクピン・トップリンクピンのリ

ンチピン・ベータピンは、確実に挿入され

ているか。

②	チェックチェーンは張られているか。

③	不具合が見つかったときは、「1-4-1	３点リ

ンクへの連結」の説明に基づき不具合を解

消してください。

（２）	パワージョイントの点検

①	ピンツキヨーク側の抜け止めのクランプピ

ンおよびワンウェイクラッチ側の抜け止め

のボールが軸の溝に納まっているか。

②	安全カバーのチェーンの取り付けに余分な

たるみがないか。また、適度な余裕はある

か。

③	安全カバーに損傷はないか。

	 損傷しているときは、速やかに交換してく

ださい。

④	不具合が見つかったときは、「1-5	 パワー

ジョイントの装着」の説明に基づき不具合

を解消してください。

３. 製品本体の点検

（１）	ナイフ取付けのナイフボルト、ナイロンナット

にゆるみはないか。不具合が見つかったとき

は、増し締めしてください。

（２）	各部の取付ボルト、ナットにゆるみはないか。

不具合が見つかったときは、増し締めしてくだ

さい。

（３）	各部の給油は十分か。油脂が不足していると

きは、「2-3	給油箇所一覧表」の説明に基づき、

給油してください。

２　エンジン始動での点検

 警 告

●	ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、

急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってから始動してください。

１. 駆動系統の点検

	 新品の使い始め、シーズンの使い始めのとき

には、ならし運転を行ってください。

（１）	トラクタのエンジンを始動し、エンジン回転を

低速にして、ＰＴＯを入れてください。

（２）	エンジン回転速度１０００ｒｐｍ程度で５～６

分ならし運転を行い、異常な発熱や異常音が

ないか点検してください。

（３）	異常がなければ、ＰＴＯ回転速度５４０～

６００ｒｐｍで約５分、空運転を行ってくださ

い。不具合が見つかったときは、「6-1	 不調処

置一覧表」に基づき不具合を解消してくださ

い。

（４）	ＰＴＯを切ったとき、パワージョイントのワン

ウェイクラッチが作動することを確認してくだ

さい。「カチ、カチ」と音を発生しながら作業

機の駆動が止まれば異常はありません。不具

合が見つかったときは、「6-1	不調処置一覧表」

に基づき不具合を解消してください。

２. トラクタ油圧系統の点検

	 トラクタ油圧を操作し、3点リンクを上昇し、

作業機を持ち上げた状態で、降下がなければ異

常はありません。トラクタ油圧系統などに異常

があるときは、トラクタ販売店にご相談くださ

い。
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３　給油箇所一覧表

○	給油、塗布するオイルは清浄なものを使用して

ください。

○	グリースを給脂する場合、適量とは古いグリー

スが排出され、新しいグリースが出るまでです。

○	ＰＩＣギヤボックスには４００ｇ、メインギヤ

ボックスには５００ｇの良質なリチウム系グ

リース；２号を封入していますので、交換は不

要です。点検時、グリースの総封入量の目安は

ギヤボックスの半分くらいです。

No. 給 脂 箇 所 箇所 潤滑油の種類 交換時間 給油量 備 考

1 コ ネ ク タ 2 ※ 1 集中給油
　　グリース 4種；2号

30時間または
1シーズンごと 適量 グリースニップル

2 レ リ ー ス バ ー フ ッ ク 1 〃 〃 〃 〃

3 ピ ボ ッ ト 2 〃 〃 〃 〃

4 コネクティングヘッド 1 〃 〃 〃 〃

5 ク ラ ッ チ 1 〃 〃 〃 爪部に塗布

6 パ ワ ー ジ ョ イ ン ト の
各可動部および摺動部 － 〃 使用ごと 〃 グリースニップル

パイプスライド部に塗布

	 ※１　ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー　エポネックスＳＲ　Ｎｏ.２」または相当品をお使いください。
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３　作業の仕方

１　本製品の使用目的

１.	本製品は、ほ場においての牧草の刈取作業に使

用します。

	 他の用途には使用しないでください。

２.	雨上がり直後のほ場、ぬかるみのあるほ場、湿

気の高いほ場では、作業を行わないでください。

	 ほ場が良く乾いてから作業をしてください。

２　作業を始める前に

１.	移動走行するときは、メインフレームを折りた

たみ、本作業機を移動状態にしてください。

	 移動状態への切替えは、「3-6	 運搬」の説明に

基づいて行ってください。

２.	作業状態への切替え

（１）	ほ場に着いたら、トラクタの３点リンクで作業

機を地面から少し浮かした状態に持ち上げて

ください。

（２）	コネクタピンをＰＩＣギヤボックスから抜き、

メインフレームを広げてください。

（３）	コネクタピンをコネクタハウジングの穴にさし

込み、メインフレームを固定してください。

（４）	サスペンションのロックピンを上側の穴（作業

位置）にさし替えてください。

取扱い上の注意

●	ロックピンを下側の穴にさし込んだまま作業

をすると、ほ場の凹凸に順応しないばかりで

なく、作業機に無理な力がかかり、故障の原

因になります。

（５）	プロテクタを広げてください。

３　作業のための調整

１. フレーム高さの調整

	 トラクタのロワーリンクを昇降する油圧レバー

（ポジションコントロールレバー）を操作して、

インナシューが地面から２０ｍｍ位の高さにな

るようにロワーリンク高さを調整してください。

	 この位置にポジションコントロールレバーの下

限位置をセットしてください。

２. 刈高さの調整

	 刈高さはトップリンクで調整してください。

	 刈高さを低くするときは、トップリンクを縮め、

高くするときは、トップリンクを伸ばしてくだ

さい。

	 通常はナイフ先端の地上高は４０～５０ｍｍ

（ディスクの前傾角度が３度）に調整します。

４　作業要領

 危 険

●	運転中または回転中、ディスクに接触すると、

ケガをすることがあります。

	 また、ディスクにより石などが飛散し、ケガ

をすることがあります。

	 周囲に人を近づけないでください。

	 プロテクタを開けての作業は危険です。

	 やめてください。

 警 告

●	作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業す

ると、機械の破損により、ケガをすることが

あります。

	 指定回転速度を守ってください。
●	傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま

ねくことがあります。

	 低速で作業してください。

	 下り作業をするとき、坂の途中で変速すると、

暴走する原因となります。

	 坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて

ください。
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１. 作業速度およびＰＴＯ回転速度

	 作業速度　　　　５～１０ｋｍ／ｈｒ

	 ＰＴＯ回転速度　５４０～６００ｒｐｍ

	 走行とＰＴＯが連動クラッチになっているトラ

クタでは、十分な助走距離（３～５ｍ）をとり、

ＰＴＯ回転速度が５４０～６００ｒｐｍになっ

てから刈取作業に入ってください。

	 通常、作業は右回りで行い、最後に外周部を左

回りで行います。

取扱い上の注意

●	ＰＴＯを入れるとき、エンジン回転を高速に

して行うと、作業機やトラクタが破損するこ

とがあります。

	 特に、電磁式ＰＴＯクラッチのトラクタでは、

起動トルクが異常に大きくなりますので注意

してください。
●	ＰＴＯを入れるときはエンジン回転を低速に

して行ってください。

	 ディスクが回転していない状態では特に注意

してください。

５　運搬

 注 意

●	作業機への動力を切らないで走行すると、周

囲の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる

ことがあります。

	 移動走行するときは、ＰＴＯを切ってくださ

い。

１. 運搬状態への切替え

（１）	トラクタの３点リンクで作業機を地面から少し

浮かした状態に持ち上げてください。

（２）	プロテクタを折りたたんでください。

（３）	サスペンションのロックピンを下側の穴（運搬

位置）にさし替えてください。

（４）	コネクタピンをコネクタハウジングから抜き、

メインフレームを折りたたんでください。

（５）	コネクタピンをプロテクタフレームとＰＩＣギ

ヤボックスの穴にさし込み、メインフレームを

固定してください。

（６）	作業機をトラクタの３点リンクで持ち上げてく

ださい。

（７）	トラクタの3点リンクの下降を防止して移動を

開始してください。
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４　作業が終わったら

長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。

１　作業後の手入れ

 注 意

●	動力を切らずに、回転部、可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

ケガをする事があります。ＰＴＯを切り、エ

ンジンを止め、回転部や可動部が止まってい

ることを確かめて行ってください。

１.	機械の上にかかっている牧草等は、ほ場の中で

きれいに取り除いてください。

	 特に、回転部に巻き付いた草は、シール部品、

軸受け部品等を傷つけますので、完全に取り除

いてください。

２.	ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落がないか。

又、破損部品がないか確認してください。

	 異常があれば、ボルトの増締め、部品の交換を

してください。

３.	ナイフは消耗品です。早めに予備品を準備して

ください。

４.	ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプ

ライン部など、塗装されていない露出部は、錆

を防ぐためにグリースを塗布してください。

２　トラクタからの切り離し

 警 告

●	作業機を着脱するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをすることがあります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。

 注 意

●	作業機をトラクタに着脱するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。

１.	トラクタの3点リンクで作業機を地面から少し

浮かした状態に持ち上げてください。

２.	プロテクタを折りたたんでください。

３.	サスペンションのロックピンを下側の穴（運搬

位置）にさし替えてください。

４.	コネクタピンをコネクタハウジングから抜き、

メインフレームを折りたたんでください。

５.	コネクタピンをプロテクタフレームとＰＩＣギ

ヤボックスの穴にさし込み、メインフレームを

固定してください。

６.	3点リンクを下げ、作業機をおろしてください。

７.	トップリンク、ロワーリンク、パワージョイン

トを取り外し、作業機をトラクタから切り離し

てください。

３　長期格納するとき

１.	機械各部の清掃をしてください。

２.	摩耗した部品、破損した部品は、交換してくだ

さい。

３.	「2-3	給油箇所一覧表」に基づき、油脂を補給し

てください。

	 また、回転、回動支点およびパワージョイント

のクランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴ

Ｏ軸、ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプライン

部にはグリースを塗布してください。

４.	塗装損傷部を補修塗装、または、油を塗布し、

錆の発生を防いでください。

５.	格納は風通しの良い屋内に保管してください。

６.	やむをえず屋外に保管するときは、シートをか

けてください。
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５　点検と整備について

調子よく作業するために、定期的に行いましょう。

機械の整備不良による事故などを未然に防ぐため

に、「点検整備一覧表」に従い、各部の点検整備を

行い、機械を最良の状態で、安心して作業が行え

るようにしてください。

ナイフは消耗部品となっています。摩耗、または折

損したときは交換してください。

 注 意

●	３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整

を行うとき、第三者の不注意により、不意に

降下し、ケガをすることがあります。

	トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして

行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、

トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンを止めずに作業すると、

第三者の不注意により、不意に作業機が駆動

され、思わぬ事故を起こす事があります。ＰＴ

Ｏを切り、エンジンを止め、回転部や可動部が

止まっている事をたしかめて行ってください。

１　点検整備一覧表

重要点検箇所

図に示す箇所は毎日の始業前にボルト・ナット

緩みの点検を行ってください。

　守らないと、ナイフが飛散する等思わぬ事故に

より死亡または重傷を負う危険性があります。

時 間 点 検 項 目 処 置

新品使用 1時間 ・全ボルトナットのゆるみ ・増し締め

作 業 前
作 業 後

・機械の清掃
・ナイフの摩耗・折損
・ ナイフ取付のナイフボルト・ナイロンナット
のゆるみ
・ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落
・駆動系の異常音、異常振動
・パワージョイントのカバー、チェーン破損
・回転部、可動部の給油

・「5-2-2 ナイフの交換」に基づき処置
・ 重要点検箇所に基づき増し締め、摩
耗しているときは交換

・増し締め、部品補給
・「6-1 不調処置一覧表」に基づき処置
・交換
・「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油

シーズン終了後

・破損部
・タインなどの消耗部品
・各部の清掃
・塗装損傷部
・可動部、ピン等の摩耗
・ディスク取付のナイロンナットのゆるみ

・補修、交換
・早めの部品交換

・塗装または油塗布
・部品交換
・増し締め
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２　各部の調整

１. レリースバー（安全装置）の調整

	 レリースバーは、作業中、障害物にぶつかったり、

異常な力がかかったときに作動し、ディスクを

後方に逃がし、作業機の損傷を防ぎます。

	 レリースバーのスプリングの適正寸法は１２５

ｍｍです。

取扱い上の注意

●	レリースバーがほ場の条件により、たびたび

作動するときは、スプリングを１～２ｍｍ締

め込んでください。

	 ただし、スプリングを締めすぎると障害物に

ぶつかったとき、円滑に作動せず、作業機が

損傷することになります。

	 スプリングの締めすぎには注意してくださ

い。

２. ナイフの交換

	 ナイフが摩耗してくると、切れ味が落ち牧草の

再生に好ましくありません。

	 摩耗したら、早めに交換または研磨してください。

	 ナイロンナットの周りのゴミをきれいに取り除

いてから、ナイロンナットをゆるめてください。

	 ナイロンナットは締付けトルク５０Ｎ・ｍ（５００

ｋｇ・ｃｍ）でしっかり締め付けてください。

	 ナイフボルト・ナイロンナットが摩耗したら、

早めに交換してください。

取扱い上の注意

●	ナイロンナットの取り外しは３回以内にして

ください。

	 ３回を超えるとゆるみやすくなるので、ナイ

ロンナットを交換してください。

３. ディスク取付のナイロンナットの締付けトルク

	 ナイロンナットは締付けトルク１４５Ｎ・ｍ

（１４５０ｋｇ・ｃｍ）で締め付けてください。

	 ディスクワッシャは凸部をナイロンナット側に

取り付けます。
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４. グラスボードの調整

	 グラスボードはドラムおよびディスクとの隙間

が下図で示す寸法に取り付けます。

	 間隔が広すぎると、ドラムに草が巻き付きます。

５. フレーム位置決めボルトの調整

	 コネクタピンがスムーズに入らないときはメイ

ンギヤボックスおよびコネクタハウジングに取

り付いている位置決め用ボルトを調整し、穴位

置を合わせてください。
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６　不調時の対応

万一、機械の調子が悪い場合は、不調処置一覧表により処置してください。

 注 意

●	３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整を行うとき、第三者の不注意により、作業機が不意に降下

し、ケガをする事があります。

	トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事故を起こ

す事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンを止めずに作業すると、第三者の不注意により、不意に作業機が駆動され、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンを止め、回転部や可動部が止まっている事をたしかめて行ってください。

１　不調処置一覧表

症 状 原 因 処 置

デ
ィ
ス
ク
部

・異音の発生 ・ナイフ取付ボルトのゆるみ ・増し締め

・ほ場への順応が悪い
・サスペンションのロックピン
位置が運搬位置になっている

・作業姿勢が適正でない

・サスペンションのロックピン位置を作業位
置にする

・「3-3 作業のための調整」に基づき調整

・刈跡がきたない

・ＰＴＯ回転速度が遅い
・作業速度が速すぎる
・作業姿勢が適正でない
・ナイフが折損
・ナイフが摩耗

・ＰＴＯ回転速度を 540～ 600rpmにする
・作業速度を下げる
・「3-3 作業のための調整」に基づき調整
・ナイフの交換
・ナイフの交換又は研磨

・ドラムに草が巻き付く
・ドラムとグラスボードの隙間
が広すぎる

・「5-2-4 グラスボードの調整」に基づき調整

・作業中、レリースバー
がすぐに作動する

・レリースバーのスプリング長
さが適正でない

・ほ場に凹凸が多い

・「5-2-1 レリースバーの調整」に基づき調整

・作業速度を下げる

ジ
ョ
イ
ン
ト

・異音の発生
・グリース切れ

・角度のつき過ぎ

・パイプ（インナ・アウタ）摺動部・スパイダ・
安全カバー取付部に給脂

・３点リンク持ち上げ高さを規制する

・ワンウェイクラッチの
作動不良

・グリース切れ
・ワンウェイクラッチが破損

・給脂する
・部品交換

原因や処置のしかたがわからない場合は下記事項とともに購入先にご相談ください。

　１．製品名

　２．部品供給型式（型式）

　３．製造番号

　４．故障内容（できるだけ詳しく）



調　整 Ｓ－２１１２０１Ｆ

千 歳 本 社 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-26-1123
 FAX 0123-26-2412

千 歳 営 業 所 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-22-5131
 FAX 0123-26-2035

豊 富 営 業 所 098-4100 天塩郡豊富町字上サロベツ１１９１番地４４
 TEL 0162-82-1932
 FAX 0162-82-1696

帯 広 営 業 所 080-2462 帯 広 市 西 ２ ２ 条 北 １ 丁 目 １ ２ 番 地 ４
 TEL 0155-37-3080
 FAX 0155-37-5187

中標津営業所 086-1152 標 津 郡 中 標 津 町 北 町 ２ 丁 目 １ ６ 番 ２
 TEL 0153-72-2624
 FAX 0153-73-2540

花 巻 営 業 所 028-3172 岩手県花巻市石鳥谷町北寺林第１１地割１２０番３
 TEL 0198-46-1311
 FAX 0198-45-5999

仙 台 営 業 所 984-0032 宮城県仙台市若林区荒井５丁目２１－１
 TEL 022-353-6039
 FAX 022-353-6040

小 山 営 業 所 323-0158 栃 木 県 小 山 市 梁 ２ ５ １ ２ － １
 TEL 0285-49-1500
 FAX 0285-49-1560

東 海 営 業 所 485-0081 愛 知 県 小 牧 市 横 内 字 立 野 ６ ７ ８ － １
 TEL 0568-75-3561
 FAX 0568-75-3563

岡 山 営 業 所 700-0973 岡山県岡山市北区下中野７０４－１０３
 TEL 086-243-1147
 FAX 086-243-1269

熊 本 営 業 所 861-8030 熊 本 県 熊 本 市 東 区 小 山 町 １ ６ ３ ９ － １
 TEL 096-389-6650
 FAX 096-389-6710

都 城 営 業 所 885-1202 宮崎県都城市高城町穂満坊１００３－２
 TEL 0986-53-2222
 FAX 0986-53-2233

☆．０３.０９．２Ｓ　○Ｗ


